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意
味
の
「
結
合
」
か
ら
制
作
の
「
媒
介
」へ

 

―
―
近
代
の
ド
イ
ツ
語
圏
美
術
に
み
る
植
物
表
現
の
あ
り
か
・
総
論前

　
田
　
富
士
男

１
．
絵
画
に
お
け
る
植
物
の
あ
り
か

　

一
七
九
三
年
、
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
ィ
ー
リ
プ
・
ハ
ッ
ケ
ル
ト
（
一
七
三
七

―
一
八
〇
七
）
は
《
カ
ゼ
ル
タ
の
イ
ギ
リ
ス
式
庭
園
》
を
描
い
た
（
図
1
）。

こ
の
「
庭
園
画
」
は
、
一
般
の
美
術
史
研
究
で
は
お
よ
そ
注
目
を
集
め
な

い
作
品
と
は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
が
西
洋
美
術
に
お
け
る
植
物
の
表
現
の
変

容
を
あ
と
づ
け
る
と
き
、
実
は
き
わ
め
て
注
目
に
値
す
る
作
品
と
解
釈
し

て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
近
世
美
術
に
し
め
る
植
物
表
現
の
展
開
は
、
い
わ

ば
こ
の
作
品
の
内
外
か
ら
、
大
き
く
近
代
へ
と
発
芽
し
、
生
長
す
る
と
み

な
し
て
よ
い
か
ら
だ
。

　
「
カ
ゼ
ル
タ
の
イ
ギ
リ
ス
式
庭
園
」
と
は
、
ブ
ル
ボ
ン
家
ナ
ポ
リ
王
カ

ル
ロ
七
世
が
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
を
模
し
て
ナ
ポ
リ
北
方
の
カ
ン
パ
ー
ニ
ア

州
カ
ゼ
ル
タ
に
建
て
た
偉
容
を
誇
る
王
宮
（
一
七
七
四
年
）
の
バ
ロ
ッ
ク

的
な
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
に
隣
接
し
、
ナ
ポ
リ
駐
在
の
英
国
外
交
官
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
主
導
の
も
と
で
一
七
八
二
年
に
完
成
し
た
イ
ギ
リ

ス
式
庭
園
で
あ
る
。
ヨ
ー
ハ
ン･

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ゲ
ー
テ（
一
七
四
九

―
一
八
三
二
）
は
イ
タ
リ
ア
旅
行
の
途
中
、
一
七
八
七
年
三
月
十
四
日
、

ナ
ポ
リ
か
ら
カ
ゼ
ル
タ
に
ハ
ッ
ケ
ル
ト
を
訪
ね
て
、
ま
さ
に
画
家
と
と
も

に
こ
の
風
景
を
眺
め
た
（1）
。

ハ
ッ
ケ
ル
ト
の
作
品
で
は
、
画
面
両
端
左
右
の
近
景
の
巨
樹
は
、
庭
園

を
舞
台
の
よ
う
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
つ
つ
、
右
か
ら
左
へ
と
視
線
を
導
き
、

さ
ら
に
中
景
右
の
カ
ゼ
ル
タ
宮
殿
、
そ
し
て
遠
景
中
央
の
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ

山
へ
と
見
る
者
の
視
野
を
誘
う
。
前
景
右
に
は
上
品
な
服
を
ま
と
う
二
人

の
女
性
と
犬
と
子
ど
も
、
左
に
は
羊
の
群
れ
、
中
景
へ
の
連
続
性
を
生
動

化
す
る
右
手
後
方
の
二
人
の
男
性
、
絵
画
空
間
に
生
き
生
き
と
し
た
時
間
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を
も
た
ら
す
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
の
左
に
流
れ
る
噴
煙
―
―
こ
れ
は
十
八
世
紀

風
景
画
の
優
作
で
あ
る
。
そ
う
評
し
て
、
さ
ほ
ど
異
議
は
な
い
は
ず
だ
（2）
。

十
八
世
紀
後
半
の
絵
画
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
近
世
絵
画
の
主
軸

を
な
し
た
「
物
語
（Erzäh

lu
n

g, n
arrative

）」
表
現
と
い
う
規
範
か
ら

離
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
画
面
を
形
成
す
る
諸
モ
テ
ィ
ー
フ
・
諸
部
分
要

素
の
「
結
合
法
（K

o
m

b
in

ato
rik

）」
に
よ
る
調
和
と
い
う
規
範
を
制

作
上
で
優
先
し
た
。「
結
合
」
は
、
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（K

o
m

p
o

sitio
n

, 

Z
u

sam
m

en
setztu

n
g

）
と
同
義
と
は
い
え
、
オ
ス
カ
ー
・
ベ
ッ
チ
ュ
マ

ン
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
既
知
の
型
や
見
本
・
粉
本
を
さ
ま
ざ
ま
に
配

列
・
配
置
し
な
お
し
つ
つ
調
和
あ
る
画
面
を
形
成
す
る
手
続
を
意
味
す

る
。
ベ
ッ
チ
ュ
マ
ン
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
校
長
ヨ

ー
ハ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
・
プ
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
技
法
書
『
風
景
模
写
入
門
』

（
一
七
五
九
年
）（
図
2
）
の
挿
図
を
例
示
し
、
山
並
み
・
小
川
・
平
野
・

図 2	 ヨーハン・ダニエル・プライスラー
	 『風景模写入門』1759 年
	 挿図

図 1	 ヤーコプ・フィーリプ・ハッケルト《カゼルタの英国式庭園》
	 1793 年　油彩　93× 130㎝　マドリッド　ティッセン‐ボルネミサ美術館
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意味の「結合」から制作の「媒介」へ

樹
木
と
い
っ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
の
順
列
・
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
「
結
合
」
か

ら
風
景
画
（
本
論
で
はLan

d
sch

aft, lan
d

scap
e

を
風
景
、
地
景
、
地
勢

と
も
訳
出
す
る
）
が
制
作
さ
れ
る
手
続
を
示
し
て
い
る
（3）
。
事
実
、
ク
ロ

ー
ド
・
ロ
ラ
ン
（
一
六
〇
〇
―
八
二
）
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ク
ロ
ー
ド
・

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヴ
ェ
ル
ネ
（
一
七
一
四
―
八
九
）
や
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル

ソ
ン
（
一
七
一
三
頃
―
八
二
）
に
せ
よ
、
十
八
世
紀
の
風
景
画
は
、
そ
の

つ
ど
画
面
上
で
諸
モ
テ
ィ
ー
フ
の
組
み
合
わ
せ
を
変
更
し
て
ゆ
く
結
合
法

か
ら
制
作
さ
れ
た
と
理
解
し
て
よ
い
。
十
八
世
紀
後
半
に
お
い
て
、
素
描

作
品
で
は
眼
前
の
自
然
を
模
写
・
研
究
す
る
方
法
が
と
ら
れ
る
と
し
て
も
、

タ
ブ
ロ
ー
作
品
で
は
そ
う
し
た
模
写
は
い
わ
ば
禁
止
さ
れ
、
構
想
・
理
想

に
も
と
づ
く
結
合
法
に
よ
る
調
和
の
実
現
が
唱
導
さ
れ
た
。
ハ
ッ
ケ
ル
ト

の
作
品
も
、
カ
ゼ
ル
タ
の
実
景
を
描
く
作
品
と
は
い
え
、
ク
ロ
ー
ド
・
ロ

ラ
ン
を
手
本
と
す
る
「
結
合
法
」
を
範
型
と
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
の
余

地
は
な
い
。

こ
う
し
た
結
合
法
に
お
い
て
、
植
物
の
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て
大
き

い
。
絵
画
作
品
で
は
、
ま
ず
様
式
の
水
準
で
の
自
然
主
義
的
再
現
（
画
家

に
よ
る
対
象
世
界
の
提
示
と
し
て
の
材
質
描
写
・
細
部
明
示
・
比
率
遵

守
・
立
体
感
付
与
・
奥
行
き
空
間
統
一
・
固
有
色
表
示
）
の
水
準
、
つ
ぎ

に
意
味
論
（
画
家
に
よ
る
物
語
付
与
）
の
水
準
、
そ
し
て
受
容
論
（
画
面

外
に
た
つ
鑑
賞
者
に
よ
る
画
面
世
界
の
再
構
築
）
の
水
準
に
お
い
て
、
主

役
を
な
す
人
物
や
事
物
を
取
り
巻
く
什
器
・
建
築
・
地
景
な
ど
の
諸
モ
テ

ィ
ー
フ
の
複
雑
な
関
係
づ
け
・
結
合
が
展
開
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
な

か
で
植
物
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
そ
う
し
た
「
結
合
法
」
の
主
役
を
演
じ
る
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
植
物
の
役
割
は
変
化
す
る
と
し
て

も
、
と
く
に
十
七
世
紀
か
ら
、
画
面
に
し
め
る
そ
の
位
置
は
大
き
く
な
る
。

ア
ン
ブ
ロ
ジ
ウ
ス
・
ボ
ッ
サ
ー
ル
ト
（
父
）
の
描
く
《
窓
に
お
か
れ
た
花
》

（
一
六
二
〇
年
頃
）
の
よ
う
な
静
物
画
の
登
場
は
言
う
ま
で
も
な
い
け
れ

ど
も
、
ア
ー
ダ
ム
・
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
に
よ
る
《
ア
ポ
ロ
ン
と
ア
ド
メ
ト

ス
の
牛
》（
一
六
二
〇
年
頃
）
や
夜
景
画
と
し
て
著
名
な
《
エ
ジ
プ
ト
へ

逃
避
す
る
聖
家
族
》（
一
六
〇
九
年
）（
図
3
）
で
は
、
ブ
ナ
科
の
カ
シ
ワ

（Q
u

ercu
s, Eich

e

）
が
画
面
に
描
き
こ
ま
れ
た
。
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
は
望

遠
鏡
を
用
い
て
月
の
表
面
や
天
の
川
を
観
察
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、

ま
た
ド
イ
ツ
人
に
よ
く
親
し
ま
れ
て
い
た
樹
々
を
描
き
、
聖
家
族
と
夜
空

の
宇
宙
と
を
カ
シ
ワ
の
森
で
結
び
つ
け
た
。
言
い
換
え
れ
ば
そ
れ
は
、
画

面
内
の
観
念
的
構
想
の
調
和
を
め
ぐ
る
新
し
い
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
実
世
界
の
よ
く
知
ら
れ
た
樹
木
を
画
面
に
導
入
し
て
、
画

面
内
の
諸
モ
テ
ィ
ー
フ
の
意
味
を
結
合
し
、
画
面
外
に
い
る
鑑
賞
者
と
画

面
と
の
心
理
的
距
離
を
消
去
す
る
た
め
の
創
意
で
あ
る
。
鑑
賞
者
の
生
活

に
親
し
い
草
花
や
樹
木
は
、
非
日
常
的
な
宗
教
的
神
話
的
画
面
世
界
を
日

常
の
生
活
世
界
に
接
続
す
る
役
割
を
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
、
画
面
内
の
諸

モ
テ
ィ
ー
フ
の
意
味
の
結
合
の
み
な
ら
ず
、
画
面
と
鑑
賞
者
と
を
結
合
も

す
る
二
重
の
働
き
を
託
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
働
き
の
二
重
性
は
、

重
要
だ
。《
窓
に
お
か
れ
た
花
》
の
よ
う
な
ヴ
ァ
ニ
タ
ス
・
モ
テ
ィ
ー
フ

と
し
て
の
花
は
、
む
な
し
さ
や
美
し
さ
の
腐
朽
と
い
う
意
味
を
示
す
と
と

も
に
、
む
し
ろ
鑑
賞
者
の
日
常
生
活
と
画
面
世
界
と
を
結
合
す
る
機
能
を

担
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
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も
ち
ろ
ん
十
七
世
紀
の
こ
う
し
た
タ
ブ
ロ
ー
絵
画
の
植
物
は
、
ベ
ッ
チ

ュ
マ
ン
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
実
際
の
再
現
模
写
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

構
想
上
の
措
置
に
も
と
づ
く
表
現
に
導
か
れ
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
画
面

内
の
諸
モ
テ
ィ
ー
フ
の
連
関
に
果
た
す
植
物
の
「
結
合
」
の
役
割
が
次
第

に
大
き
く
な
る
事
態
は
、
強
調
し
て
お
こ
う
。
観
点
を
か
え
れ
ば
、
こ
の

時
代
に
、
世
界
を
つ
く
っ
て
い
る
「
存
在
の
連
鎖
」（
ラ
ブ
ジ
ョ
イ
）
に

お
い
て
、
つ
ま
り
最
下
層
の
鉱
物
か
ら
最
上
層
の
天
使
ま
で
階
層
的
に
秩

序
を
つ
く
り
だ
す
連
続
・
連
鎖
に
お
い
て
、
い
わ
ば
画
面
の
主
役
は
、
神

話
的
宗
教
的
世
界
の
英
雄
や
神
、
天
使
、
使
徒
と
い
っ
た
上
位
の
存
在
者

か
ら
、
連
鎖
の
下
位
に
あ
っ
た
樹
木
・
植
物
へ
と
交
替
し
て
ゆ
く
と
い
っ

て
け
っ
し
て
過
言
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
植
物
が
次
第
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
―
―

そ
う
問
い
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
神
の
手
に
な
る
被
造
物

は
、
神
み
ず
か
ら
を
除
い
た
存
在
の
階
層
的
連
鎖
、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
が

異
質
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
使
―
人
間
―
動
物
―
植
物
―
鉱
物
と
稠
密
な

連
続
を
形
成
す
る
。
こ
の
連
続
性
は
、
神
が
創
始
し
た
世
界
で
あ
る
以

上
、「
因
果
関
係
に
お
い
て
先
行
す
る
も
の
は
、
結
果
よ
り
少
な
い
も
の

を
含
み
え
な
い
し
、
よ
り
高
い
形
の
存
在
は
、
よ
り
低
い
形
の
存
在
か
ら

出
て
く
る
は
ず
は
な
い
」
の
だ
。
神
の
力
か
ら
す
れ
ば
、
植
物
は
ご
く
低

い
層
に
位
置
す
る
存
在
で
し
か
な
い
。
だ
が
、
哲
学
者
フ
ラ
ン
ツ
・
フ

ォ
ン
・
バ
ー
ダ
ー
（
一
七
六
五
―
一
八
四
一
）、
ゲ
ー
テ
の
推
薦
に
よ
り

イ
ェ
ー
ナ
大
学
に
一
七
九
八
年
に
着
任
し
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ェ
リ

ン
グ
（
一
七
七
五
―
一
八
五
四
）、
そ
の
教
え
子
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
オ
ー
ケ

図 3	 アーダム・エルスハイマー《エジプトへ逃避する聖家族》
	 1609年　油彩　31×41㎝　ミュンヘン　アルテ・ピナコテーク
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ン
（
一
七
七
九
―
一
八
五
一
）
た
ち
の
提
起
し
た
自
然
哲
学
は
、
こ
の
連

鎖
を
「
存
在
の
よ
り
高
い
型
は
よ
り
低
い
型
か
ら
出
て
く
る
」
と
み
な

し
、
つ
ま
り
連
鎖
を
逆
転
し
、
鉱
物
―
植
物
―
動
物
―
人
間
―
天
使
、
と

組
み
替
え
て
ゆ
く
（4）
。
伝
統
的
な
形
而
上
学
を
覆
し
て
ゆ
く
十
八
世
紀
末

の
ド
イ
ツ
の
自
然
哲
学
や
ロ
マ
ン
主
義
の
議
論
の
検
証
は
い
ま
お
く
と
し

て
も
、
美
術
史
学
に
立
て
ば
、
聖
家
族
や
ア
ポ
ロ
ン
と
い
う
天
使
的
存
在

層
よ
り
も
、
大
地
や
物
質
と
い
う
鉱
物
的
存
在
層
を
優
先
し
て
ゆ
く
推
移

は
、
時
代
状
況
と
し
て
理
解
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
安
易
な
概

観
は
忌
避
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
自
然
哲
学
考
案
』

（
一
七
九
七
年
）
や
、
オ
ー
ケ
ン
の
浩
瀚
な
『
自
然
哲
学
教
本
』（
三
巻
、

一
八
一
一
年
）
を
慎
重
に
読
解
し
、
他
方
で
、
山
景
画
を
開
拓
し
た
画
家

カ
ス
パ
ー
・
ヴ
ォ
ル
フ
（
一
七
三
五
―
一
七
八
三
）
か
ら
カ
ス
パ
ー
・
ダ

ー
フ
ィ
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
一
七
七
〇
―
一
八
四
〇
）
や
カ
ー
ル
・
グ

ス
タ
フ
・
カ
ー
ル
ス
（
一
七
八
九
―
一
八
六
九
）
に
い
た
る
鉱
物
層
を
め

ぐ
る
絵
画
表
現
を
丁
寧
に
あ
と
づ
け
な
く
て
は
、
問
題
の
あ
り
か
を
確
認

し
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
作
業
は
こ
こ
で
は
お
く
と
し
て

も
、
存
在
の
連
鎖
の
上
下
層
の
「
転
倒
」
と
「
交
替
」
が
「
植
物
」
の
重

要
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
こ
と
は
理
解
に
難
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
植
物
は
、

鉱
物
と
動
物
・
人
間
と
を
、
つ
ま
り
無
生
物
と
生
命
体
と
を
接
続
す
る
き

わ
め
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
や
や
視
圏
を
拡
大
し
て
、

自
然
の
認
識
は
、
カ
ン
ト
の
よ
う
に
物
質
と
力
学
を
モ
デ
ル
と
し
て
構
成

す
る
方
法
か
ら
、
生
命
や
有
機
体
の
発
生
、
ま
た
熱
学
的
シ
ス
テ
ム
を
指

標
と
し
て
把
握
す
る
方
法
へ
と
展
開
し
、
そ
の
地
平
に
お
い
て
植
物
の
力

や
働
き
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
と
み
な
し
て
も
よ
い
（5）
。

バ
ー
ダ
ー
や
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
、
ゲ
ー
テ
は
そ
の
自
然
研
究
の
初
め
に
フ

ラ
イ
ベ
ル
ク
や
イ
ル
メ
ナ
ウ
の
鉱
山
で
活
動
し
た
。
こ
れ
は
、
実
は
鉱
物

学
が
生
物
・
生
命
体
の
研
究
へ
の
導
き
の
糸
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
事
態

を
告
げ
て
い
よ
う
。
ゲ
ー
テ
の
自
然
研
究
は
ま
さ
に
、
鉱
物
学
か
ら
植
物

学
へ
と
歩
ん
だ
。
こ
う
し
た
指
摘
に
対
し
て
は
す
ぐ
さ
ま
、
過
剰
な
解
釈

だ
と
、
異
議
の
声
も
あ
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
土
の
中

の
種
子
か
ら
植
物
が
生
長
す
る
自
明
な
出
来
事
の
確
認
に
す
ぎ
な
い
、
と
。

だ
が
、
こ
う
し
た
生
命
の
出
来
事
と
意
味
は
、
伝
統
的
な
言
説
や
存
在
の

連
鎖
観
、
形
而
上
学
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
な
か
で
け
っ
し
て
自
明
な
事
態

で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
感
性
の
働
き
を
優
先
す
る
芸
術
家
や
画

家
、
建
築
家
た
ち
が
植
物
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
る
―
―
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
う
考
え
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

２
．
理
想
郷
（E

lysium

）
の
植
物
学

自
然
哲
学
者
た
ち
に
よ
る
「
存
在
の
連
鎖
」
の
転
倒
が
植
物
の
重
要

さ
を
照
ら
し
だ
し
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
事
態
は
別
様
に
も
と
ら
え
う

る
。
む
し
ろ
、
新
し
い
芸
術
制
作
と
感
性
論
の
展
開
や
自
然
科
学
の
拡
大

が
鉱
物
や
植
物
の
重
要
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
か
ら
こ
そ
、
存
在
の
連
鎖

が
転
倒
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
問
題
は
も
ち
ろ
ん
因
果
関
係
に
は
な
い
。

十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
多
様
に
出
来
す
る
植
物
的
生
命
へ
の

関
心
が
肝
要
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
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自
然
科
学
の
領
域
で
は
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ネ
（
リ
ン
ネ
）
の

『
自
然
の
体
系
』（
一
七
三
五
年
）
と 

『
植
物
の
種
』（
一
七
五
三
年
） 

に
よ

っ
て
、
生
物
界
に
お
け
る
属
・
目
・
綱
・
種
の
分
類
学
が
成
立
し
た
事
実

は
あ
ら
た
め
て
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
。
啓
蒙
主
義
の
時
代
に
、
ビ
ュ
フ

ォ
ン
の
『
一
般
と
個
別
の
博
物
誌
』（
一
七
四
九
―
一
七
六
七
、
ソ
ン
ニ

ー
ニ
版
一
七
九
八
―
一
八
〇
八
年
）（
図
4
） 

や
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ

ン
・
ハ
ラ
ー
の
『
人
体
生
理
学
綱
要
』（
一
七
五
七
―
一
七
六
六
）
が
生

物
・
生
命
研
究
を
推
進
し
、
ア
ー
ブ
ラ
ハ
ム
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
ヴ
ェ
ル

ナ
ー
（
一
七
四
九
―
一
八
一
七
）
は
鉱
物
学
を
基
礎
づ
け
、
岩
石
や
地
球

の
起
源
を
水
成
岩
に
見
出
し
た
。
画
家
た
ち
も
自
然
観
察
を
制
作
の
題
材

に
組
み
込
む
よ
う
に
な
り
、
カ
ス
パ
ー
・
ヴ
ォ
ル
フ
を
は
じ
め
、
パ
ノ
ラ

マ
や
ジ
オ
ラ
マ
に
通
じ
る
地
景
画
が
登
場
す
る
。
ハ
ッ
ケ
ル
ト
は
ナ
ポ
リ

に
住
み
、
一
七
七
九
年
八
月
八
日
の
大
噴
火
を
ふ
く
め
、
し
ば
し
ば
ヴ
ェ

ス
ヴ
ィ
オ
山
を
描
い
た
。
彼
は
、
き
わ
め
て
緻
密
な
観
察
力
と
と
も
に
鉱

物
学
に
精
通
し
た
自
然
科
学
者
的
な
眼
差
し
を
持
つ
画
家
で
、
そ
れ
ゆ
え
、

従
来
の
理
想
的
風
景
画
や
景
観
図
（V

ed
u

ten
m

alerei

）
を
打
破
す
る
地

景
画
を
開
拓
し
た
。
ま
た
石
崖
（Stein

b
ru

ch

）
は

こ
の
時
代
に
、
ド
イ
ツ
の
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
ほ
か
、
新

し
い
地
景
画
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
十
八
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
の
状
況
で
注

目
す
べ
き
は
、
庭
園
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
庭
園

そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
長
い
歴
史
が
あ
る
と
し
て
も
、

ド
イ
ツ
で
は
土
地
・
岩
石
と
植
物
と
の
景
観
を
重
視

す
る
地
勢
景
庭
園
（Lan

d
sch

aftsgarten

）
が
展
開

す
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ン
ハ
ル
ト
・
デ
ッ
サ
ウ
公
レ

ー
オ
ポ
ル
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ラ
ン
ツ
（
レ
ー

オ
ポ
ル
ト
三
世
）（
一
七
四
〇
―
一
八
一
七
）
に
よ

っ
て
デ
ッ
サ
ウ
近
郊
エ
ル
ベ
川
に
近
い
場
所
に
設
け

ら
れ
た
広
大
な
《
ヴ
ェ
ル
リ
ツ
庭
園
》（
一
七
七
〇

年
）
は
そ
の
典
型
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
庭
園

は
、
レ
ー
オ
ポ
ル
ト
三
世
が
英
国
に
留
学
し
た
際
に

図 4	 ビュフォン『一般と個別の博物誌』(1749-1767
年 , ソンニーニ版 1798-1808 年 ) 植物学篇冒頭
吸水と蒸散　（『ビュフォンの博物誌 : 全自然図譜
と進化論の萌芽』ソンニーニ原編集、ベカエール
直美訳、工作舎、1991 年より）
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意味の「結合」から制作の「媒介」へ

経
験
し
た
イ
ギ
リ
ス
式
庭
園
を
手
本
と
し
、
英
国
以
外
で
最
初
の
、
か
つ

最
大
の
イ
ギ
リ
ス
式
庭
園
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
約
二
〇
〇
平
方

㎞
に
お
よ
ぶ
空
間
は
イ
ギ
リ
ス
式
庭
園
や
公
園
と
い
う
範
疇
を
超
え
て
お

り
、
建
築
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ル
ト
マ
ン

ス
ド
ル
フ
と
造
園
家
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ア
イ
ザ
ー
ベ
ク
の
も

と
で
、
ヴ
ェ
ル
リ
ツ
宮
殿
ほ
か
多
数
の
教
会
・
神
殿
・
居
館
・
グ
ロ
ッ
タ

が
湖
沼
・
運
河
・
橋
と
と
も
に
配
置
さ
れ
、
庭
園
と
い
う
よ
り
も
、
自
然

と
人
間
生
活
を
媒
介
す
る
文
化
的
地
勢
（K

u
ltu

rlan
d

sch
aft

）
の
構
築
と

な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
お
く
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
注
目
す
べ
き
は
、
建

築
と
と
も
に
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
な
ど
の
人
工
的
な
「
石
崖
（Stein

）」
も

設
け
ら
れ
、
そ
う
し
た
地
勢
や
地
域
が
樹
木
・
植
物
群
の
植
栽
と
た
く
み

に
融
合
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（6）
。

こ
の
当
時
の
ド
イ
ツ
の
造
園
に
つ
い
て
は
、
キ
ー
ル
大
学
教
授
ク
リ
ス

テ
ィ
ア
ン
・
カ
イ
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
（
一
七
四
二
―

一
七
九
二
）
の
著
作
が
名
高
い
。
ヴ
ェ
ル
リ
ツ
庭
園
は
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル

ト
の
手
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
田
園
生
活
』（
一
七
六
七
年
）
ほ
か

の
地
誌
学
・
地
勢
学
・
造
園
学
で
知
ら
れ
、
仏
語
版
も
同
時
発
行
さ
れ
た

大
著
『
造
園
論
』（
全
五
巻
、
一
七
七
九
―
一
七
八
五
年
）
の
著
者
に
よ

る
理
論
は
、
十
八
世
紀
後
半
の
庭
園
制
作
に
お
け
る
ド
イ
ツ
的
な
取
り
組

み
を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
英
国
に
学
ん
で
ド
イ
ツ
に
イ
ギ

リ
ス
式
庭
園
の
導
入
に
努
め
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ス
ケ

ル
と
は
異
な
り
、
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
は
イ
ギ
リ
ス
式
造
園
を
研
究
し
な

が
ら
も
、
む
し
ろ
ス
イ
ス
の
地
誌
を
参
照
し
つ
つ
、
地
勢
を
め
ぐ
る
興

味
深
い
造
園
法
を
提
示
す
る
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
そ
の
ひ
と
つ
は
、
庭

園
内
に
「
魅
力
に
富
む
」、「
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
」、「
崇
高
な
」、「
夢

想
の
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
特
性
（C

h
arakter

）」
を
持
つ
「
地
帯

（G
egen

d

）」
を
設
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
造
園
論
の
第
二
巻
で
は
「
植

樹
（B

au
m

w
erk

）
の
特
性
論
」
が
語
ら
れ
る
。「
造
園
術
は
、
高
木
や
灌

木
の
分
類
に
つ
い
て
、
植
物
学
で
用
い
ら
れ
て
き
た
特
性
や
特
徴
と
は
異

な
る
分
類
を
と
る
」
の
で
、
樹
種
に
よ
る
樹
幹
の
美
し
さ
や
、
樹
枝
の

形
姿
、
樹
葉
の
濃
淡
と
色
彩
、
花
や
実
の
様
子
な
ど
か
ら
特
性
を
論
述

す
る
（7）
。
た
と
え
ば
、
伸
び
や
か
な
生
長
を
感
じ
さ
せ
る
高
木
と
し
て
ブ

ナ
（B

u
ch

e

）、
シ
ナ
ノ
キ
（Lin

d
e

）、
ト
ウ
ヒ
（Fich

te

）、
オ
ウ
シ
ュ
ウ

モ
ミ
（W

eisstan
n

e

）
な
ど
二
〇
の
樹
木
が
学
名
を
併
記
し
て
分
類
、
記

述
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
性
概
念
は
周
知
の
よ
う
に
、
様
式
概
念
に

重
な
る
十
八
世
紀
の
美
学
・
感
性
論
の
基
本
概
念
で
あ
り
、
た
ん
な
る
形

式
上
の
表
徴
で
は
な
く
、
作
用
美
学
に
お
け
る
心
情
や
古
典
文
学
の
受
容

と
も
連
動
し
て
い
る
が
、
樹
木
を
整
序
す
る
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
と
は
ま
っ

た
く
異
な
っ
て
、
こ
う
し
た
庭
園
の
「
樹
木
は
、
美
し
い
自
立
し
た
生
命

と
軽
や
か
に
揺
れ
動
く
生
長
を
明
示
す
る
」（
シ
ラ
ー
）（8）
。
つ
ま
り
「
樹

木
は
、
個
体
と
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
人
格
の
自
由
さ
（Freih

eit

）
の
象
徴

的
表
現
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
古
典
主
義
の
人
格
形
成
理
念

（B
ild

u
n

gsid
ee

）
の
根
幹
を
な
す
」
こ
と
に
な
る
（9）
。
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル

ト
の
語
る
庭
園
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
帯
の
特
性
は
そ
れ
ゆ
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
格
の
自
由
さ
の
表
現
に
対
応
し
て
お
り
、
ま
さ
に
樹
木
は
そ
う
し
た
意

味
の
担
い
手
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
（
図
5
）。　
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ゲ
ー
テ
も
一
七
七
八
年
三
月
に
ヴ
ェ
ル
リ
ツ
庭
園
を
訪
れ
、
庭
園

を
「
理
想
郷
（Elysiu

m

）」
の
よ
う
だ
と
讃
え
、「
低
木
の
植
え
込
み

（B
u

sch
w

erk

）
は
こ
の
う
え
な
く
美
し
い
若
者
の
よ
う
で
、
庭
園
全
体

の
感
じ
の
良
さ
は
す
ば
ら
し
い
」
と
シ
ュ
タ
イ
ン
夫
人
に
書
き
送
っ
て
い

る
（10）
。
理
想
郷
の
樹
木
は
、
植
物
学
を
ふ
ま
え
た
植
栽
に
よ
っ
て
、
人
格

の
自
由
さ
に
も
比
す
べ
き
意
味
を
獲
得
し
て
ゆ
く
。
ゲ
ー
テ
は
、
ヴ
ァ
イ

マ
ル
赴
任
の
翌
年
一
七
七
六
年
四
月
二
十
一
日
に
、
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス

ト
公
よ
り
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
園
内
に
個
人
の
園
邸
（G

arten
h

au
s

）
を
下
賜

さ
れ
、
一
七
七
八
年
夏
か
ら
は
公
園
の
植
栽
ほ
か
の
整
備
に
も
取
り
組
ん

だ
。
公
園
・
庭
園
に
お
け
る
植
物
は
、
ド
イ
ツ
啓
蒙
主
義
の
伝
統
の
も
と

に
、
自
然
界
の
諸
相
を
結
合
す
る
人
格
的
比
喩
や
特
性
を
担
っ
て
い
た
。

植
物
の
意
味
論
的
な
「
結
合
」
の
役
割
は
、
十
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風

景
画
で
も
一
種
の
通
奏
低
音
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。

つ
と
に
ヘ
ル
マ
ン
・
ベ
エ
ン
ケ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
十
九
世
紀
に

は
、
宗
教
画
に
か
わ
り
、
自
然
と
人
間
と
の
断
絶
と
融
和
の
舞
台
と
し
て

「
風
景
画
」
が
画
家
た
ち
の
関
心
を
集
め
た
。
た
と
え
ば
、
人
物
像
を
自

然
景
中
に
お
き
つ
つ
、
断
絶
と
憧
憬
の
気
分
（Stim

m
u

n
g

）
の
あ
り
よ
う

を
近
景
と
遠
景
と
の
ロ
マ
ン
主
義
的
な
落
差
で
と
ら
え
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

（
図
6
）
や
、
山
並
み
を
視
覚
的
に
追
究
し
、
岩
や
滝
、
樹
木
な
ど
の
諸

部
分
の
緊
張
に
み
ち
た
重
畳
か
つ
垂
直
状
の
構
築
か
ら
反
ロ
マ
ン
主
義
的

に
現
実
を
造
形
化
し
た
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ア
ン
ト
ー
ン
・
コ
ッ
ホ
（
一
七
六
八

―
一
八
三
九
）（
図
7
）、
ま
た
徹
底
的
に
自
然
主
義
的
再
現
描
写
に

固
執
し
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ヴ
ァ
ル
ト
ミ
ュ
ラ
ー
（
一
七
九
三
―

一
八
六
五
）
な
ど
、
風
景
画
は
、
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
現
実
主
義
へ
の
振
幅

を
歩
み
な
が
ら
、
植
物
に
人
格
的
特
性
を
仮
託
す
る
表
現
を
や
が
て
離
脱

し
て
ゆ
く
。
と
は
い
え
植
物
が
つ
ね
に
、
存
在
の
連
鎖
を
生
命
機
能
の
連

鎖
に
変
換
し
て
ゆ
く
近
代
的
「
結
合
法
」
に
あ
っ
て
も
中
核
的
な
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
（11）
。

図 5	 Ch. C. L. ヒルシュフェルト『造園論』
	 1782 年　地域環境の特性に関する挿図
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３
．
庭
園
か
ら
植
物
園
へ

ゲ
ー
テ
は
、
ヴ
ェ
ル
リ
ツ
庭
園
を
訪
れ
た
頃
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
鉱
物

学
に
加
え
て
植
物
学
・
解
剖
学
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
自
然
研
究
・

生
命
研
究
へ
の
関
心
を
次
第
に
深
め
て
ゆ
く
。
そ
し
て
一
七
八
六
年
九
月
、

ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
の
仕
事
を
離
れ
、
二
年
ち
か
く
に
及
ぶ
イ
タ
リ
ア
へ
の
旅

路
に
つ
い
た
。
こ
の
長
い
旅
の
途
次
、
ゲ
ー
テ
は
パ
ー
ド
ヴ
ァ
の
植
物
園
、

ナ
ポ
リ
の
庭
園
や
海
岸
、
シ
チ
リ
ア
・
パ
レ
ル
モ
の
植
物
園
な
ど
で
、
植

図 6　カスパー・ダーフィト・フリードリヒ《孤樹》
	 1822年　油彩　55× 71㎝　ベルリン　アルテ・ガレリー

図 7　ヨーゼフ・アントン・コッホ《シュマードリバハの滝》
1822 年　油彩　ミュンヘン　ノイエ・ピナコテーク
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物
の
生
命
に
つ
い
て
深
い
直
観
と
体
験
を
重
ね
、「
原
植
物（U

rp
fl

an
ze

）」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
到
達
す
る
。
生
命
の
根
本
的
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
こ

の
問
題
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
へ
帰
国
後
、
一
七
八
九
年
十
一
月
に
論
文
「
植

物
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
と
し
て
執
筆
さ
れ
、
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
。

「
植
物
が
、
芽
を
吹
い
て
も
、
花
を
開
か
せ
て
も
、
実
を
結
ん
で

も
、
多
様
に
規
定
さ
れ
、
何
度
も
形
態
を
変
え
な
が
ら
自
然
の
指
図
を

果
た
し
て
ゆ
く
の
は
、
つ
ね
に
同
一
の
器
官
に
す
ぎ
な
い
。
茎
に
お
い

て
は
茎
葉
と
な
っ
て
拡
張
し
、
じ
つ
に
多
様
な
形
態
を
と
っ
た
の
と
同

じ
器
官
が
、
こ
ん
ど
は
萼
と
な
っ
て
収
縮
し
、
花
弁
と
な
っ
て
ふ
た
た

び
拡
張
し
、
雄
蕊
・
雌
蕊
と
な
っ
て
ま
た
収
縮
し
、
最
後
に
は
果
実
（
種

子
）
と
な
っ
て
拡
張
す
る
の
で
あ
る
」（12）
。
ゲ
ー
テ
は
こ
の
よ
う
に
、
生

成
し
再
生
し
変
化
す
る
生
命
の
姿
を
、
茎
葉
・
花
弁
・
果
実
に
お
け

る
「
拡
張
（En

tfaltu
n

g

）」
と
、
種
子
・
萼
・
雄
蕊
に
お
け
る
「
収
縮

（Z
u

sam
m

en
zieh

u
n

g

）」
と
い
う
「
分
極
性
（Po

larität

）」 

、
お
よ
び

「
高
昇
（Steigeru

n
g

）」
と
い
う
二
つ
の
作
動
の
継
続
と
み
な
し
た
。
つ

ま
り
、
分
極
性
を
も
っ
て
高
昇
し
て
ゆ
く
生
長
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
わ
ば

生
命
活
動
の
根
源
と
し
て
植
物
に
即
し
て
理
解
さ
れ
、「
原
・
植
物
」
と

呼
ば
れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
そ
れ
ば
、
大
地
・
物
質
に
根
ざ
し
て
活
動
す

る
「
原
・
生
命
形
態
」
で
あ
っ
た
（
図
８
）。

こ
こ
で
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

「
か
た
ち
」
の
認
識
が
こ
こ
で
、
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
だ
。
す
な
わ

ち
、
プ
ラ
ト
ン
の
語
っ
た
イ
デ
ア
（
形
相
）
に
も
通
じ
る
不
変
の
理
念

上
の
形
式
（Fo

rm

）
と
は
別
様
に
、
た
え
ず
時
間
的
に
変
化
す
る
現
実

図 8　ゲーテ《原植物》素描　葉の拡張と収縮　LA.II.9a.	 原植物（左図より）
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の
モ
ル
フ
（
形
態
）
が
形
成
運
動
・
生
成
変
化
と
し
て
は
じ
め
て
洞
察

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
現
代
の
自
然
科
学
で
も
用
い
ら
れ
る
「
形
態
学

（M
o

rp
h

o
lo

gie
）」
は
、
ゲ
ー
テ
の
創
始
し
た
概
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

形
態
学
は
、
か
た
ち
の
変
化
を
た
ん
に
生
命
や
自
然
現
象
の
そ
の
つ
ど
の

姿
と
し
て
分
類
す
る
学
問
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
か
た
ち
の
変
化

を
、
栄
養
機
能
を
持
つ
種
子
か
ら
、
生
長
機
能
を
持
つ
茎
葉
へ
、
そ
し
て

生
殖
機
能
を
持
つ
花
へ
、
と
い
う
認
識
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
「
機
能
の
か

た
ち
」
を
究
明
す
る
学
問
な
の
だ
。
生
長
と
は
、
発
芽
か
ら
開
花
、
枯
死

へ
と
い
う
一
方
向
の
変
化
で
は
な
く
、
拡
張
と
収
縮
、
牽
引
と
反
撥
、
上

昇
と
下
降
と
い
っ
た
力
を
た
え
ず
作
動
し
つ
づ
け
る
生
命
の
現
象
で
あ
り
、

ま
た
機
能
の
自
己
組
織
的
な
変
化
現
象
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
物
質
と

精
神
を
め
ぐ
る
存
在
の
階
梯
・
階
層
的
な
連
鎖
を
、
関
係
転
換
的
な
コ
ン

ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
布
置
）
に
組
み
替
え
る
イ
メ
ー
ジ
の
提
示
に
ほ
か
な

ら
な
か
っ
た
。
形
態
学
と
は
、
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
解
釈
学
な
の
で

あ
る
。

ゲ
ー
テ
に
よ
る
原
植
物
の
追
究
は
、
知
覚
の
現
象
学
で
あ
り
、
自
然

の
解
釈
学
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
原
植
物
の
追
究
は
観
念
的
に
な
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、
植
物
学
を
ふ
ま
え
た
実
際
の
観
察
と
直
観
に
も
と

づ
い
て
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
は
、
ヴ
ェ
ル
リ
ツ
庭
園
を
訪
れ

た
一
七
七
八
年
こ
ろ
か
ら
植
物
観
察
に
興
味
を
持
ち
、
や
が
て
生
物
学
に

眼
を
む
け
、
一
七
八
一
年
十
月
末
か
ら
イ
ェ
ー
ナ
大
学
教
授
ユ
ス
ト
ゥ

ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
ダ
ー
の
も
と
で
解
剖
学
を
受

講
し
、
動
物
学
を
学
ぶ
。
自
然
研
究
者
ゲ
ー
テ
は
、
次
第
に
地
景
庭
園

（Lan
d

sch
aftsgarten

）
を
離
れ
、
植
物
園
（
植
物
学
庭
園b

o
tan

isch
er 

G
arten

）
に
関
心
を
む
け
て
ゆ
く
（13）
。

イ
ェ
ー
ナ
大
学
の
薬
草
園
は
一
五
八
六
年
に
開
設
さ
れ
、
ラ
イ
プ
ツ

ィ
ヒ
大
学
の
植
物
園
（
一
五
八
〇
年
開
設
）
に
つ
ぐ
ド
イ
ツ
で
二
番
目
に

古
い
植
物
園
で
あ
る
。
当
初
か
ら
イ
タ
リ
ア
・
パ
ー
ド
ヴ
ァ
大
学
植
物

園
（
一
五
四
五
年
開
設
）
を
手
本
と
し
て
活
動
し
、
十
七
世
紀
に
は
植
物

分
類
や
展
示
を
行
う
な
ど
活
発
な
活
動
で
知
ら
れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

リ
ネ
（
リ
ン
ネ
）
は
『
自
然
の
体
系
』
と
『
植
物
の
種
』
に
よ
り
、
植
物

に
つ
い
て
属
・
目
・
綱
・
種
の
分
類
学
を
確
立
し
た
が
、
イ
ェ
ー
ナ
大
学

植
物
園
は
一
七
七
〇
年
に
リ
ネ
の
分
類
を
園
内
で
適
用
し
て
い
る
。
ア

ウ
グ
ス
ト
・
バ
ッ
チ
ュ
（
一
七
六
一
―
一
八
〇
二
）
は
イ
ェ
ー
ナ
大
学
で

一
七
八
一
年
に
自
然
史
研
究
で
博
士
学
位
を
得
て
、
翌
年
か
ら
植
物
学
と

動
物
学
の
講
義
を
講
師
と
し
て
担
当
し
た
俊
秀
だ
っ
た
。
ゲ
ー
テ
は
ロ
ー

ダ
ー
の
同
門
と
し
て
バ
ッ
チ
ュ
と
親
し
く
、
植
物
学
の
多
く
を
彼
か
ら
学

ん
だ
。
ゲ
ー
テ
は
一
七
八
一
年
か
ら
イ
ェ
ー
ナ
大
学
植
物
園
を
し
ば
し
ば

散
策
し
、
植
物
を
観
察
し
、
ま
た
詩
想
の
糧
と
し
た
が
、
バ
ッ
チ
ュ
も
、

ゲ
ー
テ
の
協
力
の
も
と
に
植
物
学
研
究
体
制
を
再
整
備
し
、
一
七
九
三
年

に
「
イ
ェ
ー
ナ
自
然
研
究
者
協
会
」
を
創
立
し
て
種
子
や
植
物
標
本
の
収

集
な
ど
に
努
め
、
翌
年
に
新
植
物
園
の
初
代
園
長
に
就
任
し
た
（
図
９
）。

バ
ッ
チ
ュ
は
、
原
植
物
を
模
索
し
つ
づ
け
た
ゲ
ー
テ
の
良
き
協
力
者
で
あ

っ
た
。

ゲ
ー
テ
は
、
一
七
七
八
年
に
歩
い
た
ヴ
ェ
ル
リ
ツ
庭
園
か
ら
次
第
に

植
物
園
へ
と
関
心
を
移
し
、
イ
ェ
ー
ナ
大
学
植
物
園
、
そ
し
て
イ
タ
リ
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ア
旅
行
の
初
め
の
一
七
八
六
年
九
月
に
世
界
最
初
の
学
術
的
な
植
物
園

（
一
五
四
五
年
開
園
）
と
し
て
知
ら
れ
る
パ
ー
ド
ヴ
ァ
植
物
園
で
植
物
の

生
命
的
な
形
姿
に
深
く
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
た
。
そ
し
て
一
七
八
七
年
三
月

十
四
日
、
カ
ゼ
ル
タ
の
庭
園
に
立
っ
た
。
ハ
ッ
ケ
ル
ト
の
描
く
庭
園
を
前

に
し
て
、
ゲ
ー
テ
が
実
は
、
眼
前
の
リ
ュ
ー
ゼ
ツ
ラ
ン
ほ
か
の
植
物
に

「
原
植
物
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
い
た
と
想
定
し
て
け
っ
し
て
間
違
い

で
は
な
い
。
い
や
、
実
際
そ
う
だ
っ
た
の
だ
。

ゲ
ー
テ
は
二
月
十
九
日
、
す
で
に
ロ
ー
マ
で
、
自
分
の
植
物
研
究
に
つ

い
て
「
何
気
な
い
よ
う
に
み
え
て
、
し
か
し
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
自
然
な

る
も
の
が
、
単
純
な
も
の
か
ら
多
様
き
わ
ま
り
な
い
も
の
を
生
み
だ
し
て

ゆ
く
、
そ
う
し
た
新
し
く
美
し
い
事
態
を
発
見
す
る
途
上
に
あ
る
」
と
述

懐
し
、
カ
ゼ
ル
タ
に
出
か
け
る
前
日
の
十
三
日
に
は
、
ナ
ポ
リ
か
ら
ヘ
ル

ダ
ー
に
宛
て
て
植
物
学
に
眼
を
開
か
れ
て
い
る
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
す

で
に
パ
ー
ド
ヴ
ァ
の
植
物
園
で
ゲ
ー
テ
は
、
ヤ
シ
科
シ
ュ
ロ
の
葉
が
扇
状

に
生
長
す
る
様
子
に
注
目
し
、「
単
純
な
も
の
か
ら
多
様
き
わ
ま
り
な
い

も
の
」
へ
の
変
化
を
感
じ
と
っ
て
い
た
。「
こ
の
園
内
で
あ
ら
た
め
て
植

物
の
多
様
さ
を
眼
前
に
し
て
い
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
植
物
形
態
は
お
そ
ら
く

た
っ
た
一
つ
の
形
態
か
ら
発
展
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
の
考
え
が
ま
す
ま

す
活
発
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
考
え
方
で
し
か
、
種
や
属
を
正
し
く
規
定

で
き
な
い
だ
ろ
う
」（
一
七
八
六
年
九
月
二
十
七
日
）。
そ
し
て
カ
ゼ
ル
タ

か
ら
戻
っ
た
三
月
二
十
五
日
、
ナ
ポ
リ
で
記
し
て
い
る
、「
原
植
物
に
つ

い
て
は
間
も
な
く
考
え
が
ま
と
ま
る
と
ヘ
ル
ダ
ー
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

心
配
な
の
は
、
原
植
物
の
な
か
に
そ
れ
以
外
の
植
物
界
を
ふ
く
め
て
認
識

し
よ
う
と
す
る
者
な
ど
い
な
い
だ
ろ
う
と
の
点
だ
け
で
す
。
子
葉
に
つ
い

て
の
私
の
素
晴
ら
し
い
学
説
は
、
も
う
そ
れ
以
上
論
じ
る
ま
で
も
な
い
ほ

図 9　イェーナ大学植物園　　撮影：前田富士男
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ど
に
洗
練
さ
れ
て
い
ま
す
」、
と
。
原
植
物
（U

rp
fl

an
ze

）
の
概
念
は
文

献
学
上
、
こ
こ
で
初
め
て
登
場
す
る
。
植
物
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
が
葉
と
い

う
器
官
の
変
化
か
ら
で
き
る
と
の
直
観
は
、
こ
こ
で
確
信
を
も
っ
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
三
月
十
四
日
か
ら
の
カ
ゼ
ル
タ
滞
在
中
に
ゲ

ー
テ
は
イ
ギ
リ
ス
式
庭
園
に
お
い
て
、
一
方
で
自
由
や
人
格
と
し
て
の
植

物
と
い
う
寓
意
的
か
つ
感
性
論
的
な
形
姿
と
、
他
方
で
原
植
物
と
い
う
知

覚
の
現
象
学
的
な
形
姿
と
を
重
ね
あ
わ
せ
な
が
ら
、
言
い
換
え
れ
ば
、
接

続
な
ど
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
深
い
亀
裂
を
感
じ

つ
つ
、
眼
前
の
植
物
や
庭
園
を
眺
め
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
（14）
。

カ
ゼ
ル
タ
で
三
月
十
五
日
に
ゲ
ー
テ
は
こ
う
記
し
た
―
―
ハ
ッ
ケ
ル
ト

が
ナ
ポ
リ
王
の
妃
や
王
女
た
ち
に
絵
画
を
指
導
し
、
美
術
論
を
講
じ
て
信

頼
を
え
て
い
る
の
は
よ
い
が
、「
そ
の
と
き
ハ
ッ
ケ
ル
ト
は
ズ
ル
ツ
ァ
ー

の
事
典
か
ら
二
，
三
の
項
目
を
適
宜
翻
訳
し
て
話
し
、
自
分
の
議
論
を
正

当
化
す
る
の
だ
。
／
私
は
、
そ
れ
を
も
っ
と
も
だ
と
思
い
な
が
ら
も
、
私

自
身
の
こ
と
を
苦
笑
い
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
自
分
の
考
え
を
世

間
の
ど
の
家
庭
に
も
納
得
さ
せ
て
し
ま
お
う
と
す
る
人
間
と
、
自
分
自

身
を
内
側
か
ら
築
い
て
ゆ
こ
う
と
す
る
人
間
と
で
は
、
い
か
に
隔
た
り

の
あ
る
こ
と
か
」。
啓
蒙
主
義
的
美
学
理
論
家
ズ
ル
ツ
ァ
ー
へ
の
批
判
は

ゲ
ー
テ
が
し
ば
し
ば
口
に
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
人
間
類
型

に
、
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
造
園
論
中
の
人
格
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の

植
物
と
ゲ
ー
テ
の
原
植
物
と
い
う
二
つ
の
植
物
の
姿
を
重
ね
て
よ
い
だ
ろ

う
。
ゲ
ー
テ
の
「
庭
園
」
か
ら
「
植
物
園
」
へ
の
展
開
は
、
同
時
に
他
方

で
、
十
九
世
紀
の
芸
術
家
た
ち
が
自
然
を
前
に
し
て
、
物
語
や
寓
意
で
は

な
く
「
自
分
自
身
を
内
側
か
ら
築
い
て
ゆ
こ
う
と
す
る
」
気
運
を
予
示
し

て
い
る
。

４
．
形
成
力
と
し
て
の
植
物
形
態

ゲ
ー
テ
が
追
究
し
た
原
植
物
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
生
長
し
、
変

化
し
て
ゆ
く
姿
の
う
ち
に
「
植
物
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
の
本
源
的
同
一
性

（u
rsp

rü n
glich

e Id
en

titä t

）
を
明
示
す
る
」
直
観
的
形
像
に
ほ
か
な
ら

な
い
（15）
。
ゲ
ー
テ
は
、
ナ
ポ
リ
や
シ
チ
リ
ア
を
め
ぐ
る
イ
タ
リ
ア
滞
在
で

眼
に
し
た
ノ
ー
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
や
ヤ
シ
、
サ
ボ
テ
ン
、
ハ
ア
ザ
ミ
、
ナ
デ
シ

コ
、
ま
た
セ
イ
ロ
ン
ベ
ン
ケ
イ
な
ど
か
ら
、
植
物
生
長
の
時
間
過
程
に
お

け
る
諸
部
分
の
「
同
一
性
」
を
確
信
し
た
。
そ
れ
は
た
ん
に
、
地
中
の
種

子
か
ら
地
上
に
子
葉
や
茎
葉
が
伸
び
あ
が
り
、
生
長
し
、
花
を
つ
け
、
種

子
を
生
み
、
枯
死
す
る
植
物
の
変
化
の
共
通
性
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な

く
、
同
一
性
と
は
「
葉
」
と
い
う
器
官
が
収
縮
（Z

u
sam

m
en

zieh
u

n
g

）

と
拡
張
（En

tfaltu
n

g

）
と
い
う
分
極
性
（Po

laritä t

）
を
も
っ
て
変
化
し
、

し
か
も
諸
器
官
が
分
節
化
し
つ
つ
高
昇
（Steigeru

n
g

）
し
て
ゆ
く
生
命

形
態
の
原
・
形
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
同
時
に
そ
れ
は
、

形
態
の
変
化
、
変
態
（
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
植
物

が
環
境
と
の
交
通
の
も
と
で
実
現
し
て
ゆ
く
生
長
や
生
殖
、
栄
養
保
持
と

い
う
機
能
の
変
化
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
ゲ
ー
テ
が
こ
こ
で
植
物
を
通
じ

て
、
そ
し
て
間
も
な
く
動
物
を
通
じ
て
追
究
し
た
の
は
、
諸
部
分
か
ら
な

る
生
命
形
態
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
形
成
力
（B

ild
u

n
gskraft

）
の
あ
り
よ
う
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に
ほ
か
な
ら
な
い
。

十
九
世
紀
に
生
き
た
芸
術
家
た
ち
は
、
従
来
の
物
語
・
寓
意
の
意
味
づ

け
の
伝
統
と
、「
自
分
自
身
を
築
い
て
ゆ
く
」
気
運
と
の
間
に
さ
ま
ざ
ま

な
方
位
を
模
索
し
た
。
そ
の
と
き
、
ゲ
ー
テ
の
こ
う
し
た
植
物
の
形
成
力

を
め
ぐ
る
形
態
論
は
、
ま
さ
に
手
許
の
線
や
色
彩
と
い
っ
た
素
材
、
ま
た

画
材
や
石
材
、
金
属
材
を
部
分
と
し
て
分
節
化
し
な
が
ら
生
命
あ
る
個
体

作
品
へ
と
造
形
し
て
ゆ
く
近
代
芸
術
家
た
ち
に
大
き
な
可
能
性
を
示
唆
し

た
に
ち
が
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
む
ろ
ん
、
ゲ
ー
テ
を
そ
う
し
た
芸
術
家

た
ち
の
守
護
神
に
位
置
づ
け
る
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と

は
い
え
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
十
九
世
紀
以
降
の
造
形
領
域
で
の
芸
術

家
の
活
動
に
ゲ
ー
テ
的
な
植
物
へ
の
関
心
を
あ
と
づ
け
う
る
の
も
事
実
で

あ
る
。
そ
の
流
れ
は
大
き
く
わ
け
て
、
二
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。
ア
ラ
ベ
ス

ク
と
類
似
の
問
題
で
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
植
物
を
用
い
た
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
」
的
表
現
で
あ
る
。
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
イ
ン
の
素
描
作
品
に
お
け
る
樹
木
の
相
貌
や
、

フ
ィ
ー
リ
プ
・
オ
ッ
ト
ー
・
ル
ン
ゲ
の
ヴ
ィ
ネ
ッ
ト
に
み
ら
れ
る
ユ
リ
や

バ
ラ
を
想
起
し
よ
う
。
な
る
ほ
ど
美
術
史
上
で
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
手
に

よ
り
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
宮
殿
の
回
廊
（
ロ
ッ
ジ
ア
）
に
植
物
の
生
命
性
・
生

産
性
を
装
飾
文
様
化
し
た
ア
ラ
ベ
ス
ク
作
品
が
成
立
し
た
事
実
は
周
知
だ

が
、
十
九
世
紀
に
な
る
と
、
植
物
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
は
、
よ
り
能
動
的
な

「
問
い
か
け
」
の
意
味
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
ア
ラ
ベ
ス
ク
は
こ
こ
で

は
、
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
と
言
い
換
え
て
も
差
し
支
え
な
い
。
こ
こ
で
の
「
ヒ

エ
ロ
グ
リ
フ
」
と
は
、
か
つ
て
精
神
の
出
来
事
を
真
と
し
て
伝
え
た
言
葉

で
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
は
そ
の
機
能
を
果
た
し
え
な
い
言
葉
、
つ
ま
り
外

な
る
表
意
形
象
（Figu

ren

）
が
内
な
る
言
葉
を
伝
達
で
き
な
く
な
っ
た
表

現
形
式
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
表
現
が
機
能
不
全
に
陥
り
、

分
断
状
況
に
直
面
し
て
い
る
事
態
そ
の
も
の
の
表
現
だ
と
言
い
換
え
て
も

か
ま
わ
な
い
。
し
か
も
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
／
ア
ラ
ベ
ス
ク
は
、
た
ん
な
る
断

念
の
謂
い
で
は
な
く
、
な
お
も
失
わ
れ
た
連
続
や
切
断
を
再
び
接
続
し
、

根
源
的
意
味
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
に
な
る
。
近
代
の
苦
悩

と
希
望
を
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
に
託
し
て
言
う
、「
か
つ
て

は
す
べ
て
が
精
神
の
現
象
で
あ
っ
た
。
今
や
わ
れ
わ
れ
は
、
死
せ
る
繰
り

返
し
を
み
る
ば
か
り
で
、
そ
れ
を
理
解
し
え
な
い
。
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
の
意

味
が
欠
け
て
い
る
の
だ
か
ら
」、
と
（16）
。
そ
う
し
た
苦
悩
と
希
望
の
ヒ
エ

ロ
グ
リ
フ
、
す
な
わ
ち
問
い
か
け
と
し
て
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
は
植
物
モ
テ

ィ
ー
フ
に
集
約
さ
れ
る
、
と
理
解
し
て
け
っ
し
て
不
当
で
は
な
い
。
自
然

と
人
間
と
の
間
に
距
離
が
成
立
す
る
近
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
産
出
的
自
然

（n
atu

ra n
atu

ran
s

）
の
形
成
力
は
問
い
か
け
を
通
じ
て
し
か
現
れ
ざ
る

を
え
ず
、
そ
の
問
い
か
け
は
鉱
物
・
大
地
と
植
物
と
の
交
通
に
焦
点
を
あ

わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

ル
ン
ゲ
は
ヴ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
的
な
連
作
作
品
で
、
植
物

の
ユ
リ
や
バ
ラ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
使
用
し
た
。
ク
リ
ス
タ
・
リ
ヒ
テ
ン
シ

ュ
テ
ル
ン
は
、
ル
ン
ゲ
が
「
ゲ
ー
テ
形
態
学
の
精
神
や
ロ
マ
ン
主
義
的
自

然
哲
学
に
も
と
づ
い
て
装
飾
文
様
の
伝
統
を
克
服
し
、
寓
話
的
な
も
の
を

キ
リ
ス
ト
教
化
し
た
」
が
、
そ
の
過
程
で
「
ゲ
ー
テ
を
用
い
て
ゲ
ー
テ
を

超
え
て
ゆ
こ
う
と
し
た
」
と
解
釈
す
る
（17）
。
こ
の
解
釈
は
十
分
に
吟
味
し
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な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
ゲ
ー
テ
の
植
物
研
究
が
ル
ン
ゲ
の
新
し

い
造
形
の
模
索
の
素
地
に
あ
っ
た
と
の
指
摘
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
わ
れ

わ
れ
は
同
様
の
事
態
を
、
建
築
家
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ン
ケ
ル

の
代
表
作
《
ベ
ル
リ
ン
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
》（
一
八
三
一
―
三
五
年
）
の

玄
関
部
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
連
作
に
も
認
め
て
よ
い
（
図
10
）。
ア
ン
ド
レ
ー

ア
ス
・
ハ
ウ
ス
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
連
作
は
、
シ
ン
ケ
ル
の
著

名
な
テ
ー
ゼ
、「
建
築
は
、
自
然
を
そ
の
構
成
的
活
動
（co

n
stru

ctiven
 

T
hä tigkeit

）
を
通
じ
て
継
承
す
る
仕
事
で
あ
る
」
（18）
に
も
と
づ
き
、「
構

成
」
の
視
点
を
と
る
以
上
、
ゲ
ー
テ
の
自
然
研
究
に
そ
の
ま
ま
結
び
つ
く

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、「
あ
ら
ゆ
る
個
々
別
々

の
部
分
を
統
合
し
結
合
す
る
一
つ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
探
究
す
る
シ
ン
ケ
ル

の
取
り
組
み
は
、
ゲ
ー
テ
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
論
に
接
続
し
て
お
り
、

そ
れ
は
『
原
植
物
』
の
表
象
に
帰
着
す
る
」
の
だ
（19）
。
た
し
か
に
シ
ン
ケ

ル
の
「
構
成
」
と
は
、組
積
造
（Sch

ich
tu

n
g

）、控
え
造
（V

erstreb
u

n
g

）、

架
構
造
（V

ern
etzu

n
g

）
な
ど
を
意
味
し
、
そ
の
限
り
で
、
こ
う
し
た
構

造
を
つ
く
る
諸
部
分
の
同
時
性
は
、
ゲ
ー
テ
の
語
る
植
物
の
通
時
的
生
長

と
は
お
よ
そ
異
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
が
、
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー

玄
関
部
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
連
作
の
最
下
層
に
植
物
を
お
く
こ
と
は
、
円
柱
や

角
柱
の
基
部
に
植
物
を
お
く
発
想
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
建

築
構
造
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
探
求
者
で
あ
っ
た
こ
の
建
築
家
の
最
初
の
作

品
《
ポ
モ
ナ
神
殿
》（
一
八
〇
〇
年
）（
図
11
）
の
前
に
立
つ
だ
け
で
、
シ

ン
ケ
ル
が
伝
統
的
な
建
築
様
式
は
む
ろ
ん
、
荷
重
と
支
持
と
い
う
基
本
構

造
さ
え
括
弧
に
い
れ
、
部
分
と
全
体
と
の
恣
意
的
と
も
い
え
る
多
様
な
結

合
を
実
験
す
る
取
り
組
み
に
驚
嘆
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
ポ
モ
ナ
神
殿
の
よ

う
に
、
柱
頭
さ
え
も
軽
や
か
な
一
部
分
的
な
装
飾
モ
テ
ィ
ー
フ
に
み
な
し

て
し
ま
う
神
殿
を
体
験
す
れ
ば
、
彼
の
建
築
が
い
わ
ば
諸
部
分
の
一
種

の
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
」
の
集
積
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
ろ
う
。
シ
ン
ケ
ル

は
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
建
築
に
も
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
も
お
よ
そ
見
い
だ

し
え
な
い
機
能
の
変
換
、
つ
ま
り
建
築
構
造
に
お
け
る
機
能
の
メ
タ
モ
ル

フ
ォ
ー
ゼ
を
追
究
し
た
と
み
な
し
て
不
当
で
は
な
い
。
シ
ン
ケ
ル
も
ル
ン

図10　カール・フリードリヒ・シンケル
	 《ベルリン建築アカデミー　玄関部レリーフ》

1831–35 年　	テラコッタ
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ゲ
も
、
ゲ
ー
テ
の
植
物
学
研
究
を
知
っ
て
お
り
、
ゲ
ー
テ
と
議
論
す
る
機

会
も
持
っ
た
。
絵
画
に
お
け
る
伝
統
的
な
自
然
主
義
や
物
語
に
替
え
て
ア

レ
ゴ
リ
ー
を
契
機
と
す
る
ア
ラ
ベ
ス
ク
的
作
品
を
志
向
し
た
ル
ン
ゲ
、
そ

し
て
建
築
に
お
け
る
部
分
と
全
体
と
の
構
造
的
関
連
を
再
構
築
し
よ
う
と

し
た
シ
ン
ケ
ル
に
と
り
、
ゲ
ー
テ
の
追
究
し
た
原
植
物
の
形
成
力
は
、
新

し
い
有
機
的
造
形
論
を
導
く
課
題
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
に
ち
が
い

な
い
。
造
形
の
限
界
を
問
い
か
け
る
植
物
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
的
表
現
、
つ
ま

り
自
然
と
人
間
と
の
断
絶
を
め
ぐ
る
苦
悩
と
希
望
の
問
い
か
け
と
し
て

の
ア
ラ
ベ
ス
ク
は
、
世
紀
末
の
ユ
ー
ゲ
ン
ト
・
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
の
植
物

モ
テ
ィ
ー
フ
に
も
承
継
さ
れ
、
オ
ッ
ト
ー･

エ
ッ
ク
マ
ン
（
一
八
六
五
―

一
九
〇
二
）
の
よ
う
な
作
品
を
生
み
だ
す
（
図
12
）。
こ
の
画
面
の
植
物
に
、

自
然
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
し
か
感
じ
と
ら
な
い
近
代
人
な
ど
あ
り
え
な
い
だ

ろ
う
。
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
と
い
う
問
い
か
け
の
概
念
は
、
表
現
主
義
の
画
家

エ
ル
ン
ス
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
キ
ル
ヒ
ナ
ー
に
よ
っ
て
造
形
論
の
中
核

に
お
か
れ
た
（20）
。

第
二
は
、
類
似
の
問
題
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
の
原
植
物
は
、
形
態
を
た
え

ず
変
化
さ
せ
て
ゆ
く
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
で
あ
る
以
上
、
そ
の
同
一
性
を

造
形
表
現
で
は
と
ら
え
が
た
い
。
事
実
、
ゲ
ー
テ
も
ご
く
わ
ず
か
な
模
式

図
的
素
描
し
か
残
し
て
い
な
い
（
図
8
）。
近
世
以
降
、
自
然
主
義
的
再

現
を
規
範
と
し
て
い
た
画
家
た
ち
に
と
り
、
類
似
性
が
自
明
な
表
現
契
機

で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
そ
の
前
提
が
揺
ら
ぐ
時
代

が
近
代
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ゲ
ー
テ
の
生
命
形
態
論
は
、
そ
う
し
た
近
代

の
画
家
た
ち
に
と
っ
て
制
作
論
上
の
大
き
な
示
唆
に
な
ら
な
い
は
ず
が
な

図11　カール・フリードリヒ・シンケル《ポモナ神殿》1800年　ポツダム
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い
。ゲ

ー
テ
の
形
態
論
は
、
そ
の
後
の
生
物
学
の
概
念
を
適
用
す
れ
ば
、
形

体
の
類
似（Ä

h
n

lich
keit

）を
相
似（A

n
alo

gie

）と
相
同（H

o
m

o
lo

gie
）

に
と
ら
え
な
お
す
立
場
で
も
あ
っ
た
。
相
似
と
は
、
個
体
に
お
け
る
諸
部

分
の
形
体
上
の
類
似
を
意
味
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
よ
う
な

関
係
を
示
す
。
他
方
、
相
同
と
は
、
諸
部
分
の
機
能
上
の
類
似
を
意
味

し
、
コ
ウ
モ
リ
の
翼
と
ヒ
ト
の
腕
の
よ
う
な
関
係
を
示
す
。
相
似
と
相
同

は
発
生
学
的
な
基
盤
を
持
つ
か
ら
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
塊
根

と
塊
茎
と
し
て
異
な
っ
た
機
能
に
由
来
す
る
形
体
で
あ
り
な
が
ら
類
似
し

て
お
り
、
他
方
、
コ
ウ
モ
リ
の
翼
と
ヒ
ト
の
腕
は
前
肢
と
い
う
同
じ
機
能

に
由
来
し
な
が
ら
形
体
と
し
て
は
類
似
せ
ず
に
異
な
る
。
相
似
と
相
同
と

は
、
形
体
の
類
似
・
変
化
と
、
機
能
の
類
似
・
変
化
を
指
す
概
念
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
ゲ
ー
テ
の
原
植
物
は
、
形
体
の
変
化
の
み
な
ら
ず
、
栄
養
機

能
と
し
て
の
種
子
か
ら
生
長
機
能
の
茎
葉
へ
、
さ
ら
に
生
殖
機
能
の
花
へ

と
、
機
能
さ
え
も
変
化
し
て
ゆ
く
形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
植
物
が
個
と
し
て
登
場
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
、
ほ
ん
の
一
瞬
、
そ
れ

も
種
子
と
し
て
母
体
か
ら
解
き
放
た
れ
た
瞬
間
に
す
ぎ
な
い
。
発
芽
の
過

程
に
お
い
て
す
で
に
複
合
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
同
一
の
部
分
か

ら
同
一
の
部
分
が
生
ま
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
部
分
が
連

続
的
変
化
に
よ
っ
て
多
種
多
様
に
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
」
（21）
。
ゲ
ー
テ
は
簡

潔
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
過
程
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
形
体
の
相
似
と

機
能
の
相
同
と
が
織
り
な
す
複
雑
な
形
態
形
成
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
言
い

換
え
れ
ば
そ
れ
は
、
画
家
が
線
的
な
部
分
と
色
彩
の
部
分
、
有
機
的
形
体

と
幾
何
学
的
形
体
、
装
飾
文
様
と
再
現
描
写
と
い
っ
た
形
体
と
機
能
の
異

同
を
多
様
に
連
動
さ
せ
て
ゆ
く
制
作
過
程
に
重
な
り
あ
う
。
グ
ス
タ
フ
・

ク
リ
ム
ト
の
作
品
《
ヒ
マ
ワ
リ
》（
一
九
〇
六
年
頃
）（
図
13
）
や
《
ス
ト

ク
レ
邸
壁
画
・
部
分
》（
一
九
一
一
年
）（
図
14
）
に
、
生
命
形
態
の
持
つ

相
似
と
相
同
の
複
雑
な
交
通
を
読
み
と
っ
て
け
っ
し
て
不
当
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
生
命
形
態
の
持
つ
多
様
な
類
似
性
の
現
象
は
、
ゲ
ー
テ
と
は

別
に
生
物
学
者
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ッ
ケ
ル
の
主
著
『
有
機
体
の
一
般
形
態

学
』（
一
八
六
六
年
）（22）
で
提
示
さ
れ
た
。
ヘ
ッ
ケ
ル
は
個
体
形
成
の
成

長
階
層
（
細
胞
質
体
・
基
幹
・
体
幅
・
体
節
・
個
生
物
・
郡
生
物
）
を
人

図12　オットー・エックマン『ユーゲント』
	 1896年4月　表紙
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間
の
感
覚
の
階
層
、
あ
る
い
は
表
象
の
階
層
、
記
憶
の
階
層
、
理
性
の
階

層
、
意
志
の
階
層
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
以
後
、
進
化
論
が

多
様
に
議
論
さ
れ
た
十
九
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
き
な
影
響
力
を

持
っ
た
ヘ
ッ
ケ
ル
の
い
わ
ゆ
る
反
復
説
、
つ
ま
り
「
個
体
発
生
は
系
統
発

生
を
反
復
す
る
」
と
の
著
名
な
命
題
は
、
階
層
の
並
行
性
、
す
な
わ
ち
人

間
の
意
識
の
諸
階
層
と
個
体
形
成
の
階
層
と
の
類
似
性
の
提
唱
で
も
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
生
命
形
態
に
お
い
て
細
胞
質
体
か
ら
個
体
へ
、
さ
ら

に
そ
れ
が
群
生
物
へ
と
成
長
す
る
階
層
の
理
論
は
、
記
憶
や
理
性
、
意
志

な
ど
人
間
の
意
識
の
諸
階
層
の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ば
芸
術
制
作
の
階
層
と

の
類
似
を
社
会
に
大
き
く
問
い
か
け
た
と
み
な
し
て
よ
い
。
周
知
の
よ
う

に
、
ヘ
ッ
ケ
ル
の
民
衆
科
学
的
な
啓
蒙
書
の
な
か
で
も
『
自
然
の
芸
術
形

式
』（
一
八
九
九
―
一
九
〇
四
年
）（
図
15
）
が
ア
ー
ル･

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
芸
術
家
た
ち
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
そ
れ
は
た

ん
に
専
門
家
し
か
知
ら
な
か
っ
た
生
物
の
多
様
な
姿
が
芸
術
家
の
興
味
を

ひ
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
個
体
発
生
と
芸
術
制
作
の
諸
過
程
と
の

間
の
階
層
類
似
性
が
芸
術
家
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
た
か
ら

に
ち
が
い
な
い
。

画
家
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
（
一
八
七
九
―
一
九
四
〇
）
は
、
一
九
二
一
年

図13　グスタフ・クリムト《ヒマワリ》　
	 1906年頃　油彩　110×110㎝　個人蔵

図14　グスタフ・クリムト
	 《抱擁　ストクレ邸壁画部分》
	 1911年　ブリュッセル
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四
月
か
ら
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
授
業
で
植
物
を
し
ば
し
ば
造
形
論
の
一
環

と
し
て
講
述
し
た
。「
生
殖
」
と
題
し
た
模
式
図
と
説
明
に
は
、
Ⅰ
．
男

性
器
官
（
雄
花
）、
種
子
の
生
長
す
る
大
地
、
能
動
、
Ⅱ
．
媒
介
す
る
昆

虫
、
光
と
空
気
の
呼
吸
器
官
、
葉
、
中
動
、
Ⅲ
．
女
性
器
官
（
結
実
）、
花
、

受
動
、
の
語
が
み
え
る
（23）（
図
16
）。
そ
う
し
た
説
明
と
《
夜
の
植
物
の

生
長
》（
一
九
二
一
年
）（
図
17
）
を
参
照
す
れ
ば
、
絵
画
作
品
生
命
形

態
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
や
機
能
を
自
ら
の
作
品
制
作
と
重
ね
あ
わ
せ
る
画

家
の
関
心
が
よ
く
理
解
で
き
よ
う
。
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
彫
刻

家
で
芸
術
理
論
家
で
あ
っ
た
ア
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン

ト
の
主
張
、
つ
ま
り
造
形
と
は
実
在
形
式
（D

asein
sfo

rm

）
を
作
動
形

式
（W

irku
n

gsfo
rm

）
に
組
み
替
え
る
行
為
だ
と
い
う
主
張
を
は
じ
め
、

十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
、
作
品
や
制
作
の
概
念
が
大
き
く
変

動
し
て
ゆ
く
（24）
。

そ
う
し
た
変
動
は
、「
ポ
リ
フ
ォ
ー
カ
ス
」
と
い
う
制
作
関
心
の
出
現

に
う
か
が
え
よ
う
。
美
術
史
家
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ホ
ー
フ
マ
ン
は
、
画
面
の

遠
近
法
的
な
統
一
的
空
間
の
シ
ス
テ
ム
に
、
い
わ
ば
異
化
作
用
と
し
て
位

置
価
の
衝
突
や
対
立
を
導
入
す
る
表
現
を
「
ポ
リ
フ
ォ
ー
カ
ス
」
と
名
付

け
た
（25）
。
た
と
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
《
モ
ン
ジ
ュ
ル
の
曲
が

り
道
》（
一
八
九
八
年
）

（
図
18
）
を
想
起
し
て
も

よ
い
。
画
面
の
上
半
分
に

お
け
る
建
築
を
中
心
と
す

る
構
築
的
な
組
み
立
て
と
、

画
面
下
半
分
の
緑
の
色
面

の
流
動
す
る
モ
デ
ュ
ラ
シ

オ
ン
で
は
、
異
な
る
制
作

法
が
特
異
な
対
立
を
生
み

だ
し
、
セ
ザ
ン
ヌ
特
有
の

湾
曲
す
る
路
が
両
者
を
接

続
す
る
。
一
般
に
セ
ザ
ン

ヌ
に
つ
い
て
は
多
視
点

（m
u

ltip
le view

p
o

in
ts

）

が
語
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

セ
ザ
ン
ヌ
の
制
作
に
と
っ

図15	 エルンスト･ヘッケル
	 『自然の芸術形式』1899–1904年　

イソギンチャク

図16　パウル・クレー『教育スケッチブック』1925年
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て
、
視
点
の
変
化
よ
り
も
、
画
面
の
諸
部
分
に
つ
い
て
表
現
手
続
き
を
変

え
る
方
法
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
あ
っ
た
は
ず
だ
。
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の

《
サ
ン
・
マ
リ
ー
の
風
景
》（
一
八
八
八
年
）（
図
19
）
で
も
、
ア
イ
リ
ス

で
あ
ろ
う
か
、
前
景
の
薄
塗
り
で
透
明
な
畝
に
対
し
、
後
景
の
サ
ン
・
マ

リ
ー
の
町
は
色
面
の
緻
密
な
連
続
で
描
か
れ
、
ま
た
空
は
、
そ
れ
ら
と
異

な
り
、
厚
め
に
塗
ら
れ
た
一
様
性
を
強
調
す
る
。
ポ
リ
フ
ォ
ー
カ
ス
と
は
、

画
面
の
諸
部
分
の
機
能
や
役
割
を
、
ま
た
地
と
図
の
関
係
を
、
さ
ら
に
は

画
面
と
支
持
体
と
の
関
係
を
不
安
定
化
さ
せ
る
方
法
で
あ
り
、
制
作
論
上

の
近
代
的
な
転
回
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

ポ
リ
フ
ォ
ー
カ
ス
的
な
造
形
を
追
究
し
つ
づ
け
た
ク
レ
ー
の
作
品
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
植
物
と
い
う
生
命
体
の
形
態
と
機
能
に
発
現
す
る

形
成
力
は
、
造
形
を
め
ぐ
る
実
践
と
理
論
の
た
め
の
重
要
な
指
標
と
な

っ
た
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
の
マ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
（
一
八
九
一
―

一
九
七
六
）
が
《
自
然
史
》
連
作
で
植
物
を
題
材
に
選
び
、《
都
市
全
景
》

（
一
九
三
六
年
）（
図
20
）
で
繁
茂
す
る
植
物
の
成
長
力
を
最
前
景
に
お
き
、

ま
た
ヴ
ィ
リ
・
バ
ウ
マ
イ
ス
タ
ー
（
一
八
八
九
―
一
九
五
五
）
が
壁
画
作

品
連
作
に
植
物
を
主
題
と
し
た
の
は
、
そ
の
端
的
な
証
言
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
（26）
。
植
物
は
、
芸
術
家
に
と
っ
て
制
作
行
為
の
契
機
で
あ
り
、

図17	 パウル・クレー《夜の植物の生長》
	 1921年(174)　油彩　47.2×34.1㎝

ミュンヘン　近代ピナコテーク

図18	 ポール･セザンヌ《モンジュルの曲がり道》
	 1899年　油彩　81×66㎝
	 ニューヨーク　近代美術館
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物
質
を
素
材
と
す
る
造
形
芸
術
に
お
い
て
、
日
常
世
界
に
埋
没
し
て
い
る

無
機
物
に
感
性
的
価
値
を
生
起
さ
せ
る
媒
介
の
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

５
．
批
判
精
神
と
植
物

十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
へ
の
転
換
期
に
お
い
て
、
ニ
ー
チ
ェ
や
ベ
ル

ク
ソ
ン
の
提
唱
す
る｢

生
の
哲
学
」
は
、
形
而
上
学
や
哲
学
的
知
性
に
対

し
て
、
ま
た
自
然
科
学
を
基
盤
と
す
る
進
歩
主
義
的
文
明
観
に
対
し
て
、

批
判
の
矢
を
放
っ
た
。
哲
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
命
主
義
や
生
気
論
と
呼

ば
れ
る
ヘ
ッ
ケ
ル
や
オ
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト
、
ド
リ
ー
シ
ュ
な
ど
の
生
命
研
究

図19　ヴィンセント・ファン･ゴッホ
	 《サン・マリーの風景》1888年
	 油彩　64×53㎝
	 オッテルロー　クレーラー＝ミュラー美術館

図20　マクス・エルンスト《都市全景》
	 1936年　油彩　60×81㎝　チューリヒ美術館
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者
の
活
動
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ
、
ま
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
語
る
よ
う
に
、

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
増
大
す
る
下
り
坂
に
さ
か
ら
っ
て
、
あ
え
て
登
り
道
に

踏
み
出
そ
う
と
す
る
ネ
グ
・
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
と
し
て
の
芸
術
活
動
は
、
た

え
ず
生
命
形
態
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
る
。
光
の
よ
う
な
電
磁
波
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
光
合
成
に
よ
っ
て
化
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
植
物
の
営
み

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
や
自
然
環
境
の
観
点
か
ら
み
て
も
、
物
理
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
営
み
と
し
て
、
画
家
た
ち
の
看

過
し
え
な
い
題
材
と
な
る
。
ひ
ろ
く
は
生
活
改
善
運
動（Leb

en
srefo

rm

）

や
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
運
動
に
つ
な
が
る
推
移
を
こ
こ
で
あ
と
づ
け
る
余
裕

は
な
い
が
、
植
物
的
生
命
の
形
態
が
文
明
社
会
へ
の
批
判
と
連
動
し
た
こ

と
は
看
過
し
て
な
ら
な
い
（27）
。
ポ
リ
フ
ォ
ー
カ
ス
は
、
画
面
内
の
制
作
論

に
と
ど
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
芸
術
的
イ
メ
ー
ジ
の
地
平
を
日

常
生
活
の
教
養
と
し
て
定
位
し
よ
う
と
す
る
社
会
的
関
心
へ
の
批
判
と
し

て
も
機
能
す
る
。

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ボ
イ
ス
（
一
九
二
一
―
八
六
）
が
ゲ
ー
テ
の
形
態
学
に
注

目
し
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
二
年
の
カ
ッ
セ

ル
・
ド
ク
メ
ン
タ
で
は
、
社
会
彫
刻
《
七
千
本
の
カ
シ
の
木
》
を
主
導

し
、
社
会
変
革
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
ひ
ろ
く
市
民
に
明
示
し
た
（
図

21
）（28）
。
現
代
の
造
形
作
家
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ラ
イ
プ
（
一
九
五
〇
―
）

は
、
医
学
者
か
ら
道
を
転
じ
、「
わ
れ
わ
れ
が
自
然
科
学
的
、
論
理
的
な

世
界
像
に
期
待
し
て
い
る
関
係
性
と
は
ま
っ
た
く
別
の
関
係
性
の
中
に
事

物
を
置
く
試
み
」
と
し
て
制
作
活
動
に
入
る
（29）
。
そ
の
活
動
の
重
要
な
焦

点
の
ひ
と
つ
は
、
タ
ン
ポ
ポ
ほ
か
植
物
の
「
花
粉
」
に
あ
っ
た
（
図
22
）。

図21　ヨーゼフ・ボイス「7000本のカシの木」1982年3月16日
	 （http://www.kassel.de/kultur/documenta/kunstwerke/objekte/08259/index.htmlより）
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《
登
攀
し
え
な
い
五
つ
の
山
》
は
、
ハ
ラ
ル
ト
・
ゼ
ー
マ
ン
が
一
九
八
五

年
に
企
画
し
た
あ
る
展
覧
会
に
出
陳
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
九
九
九
年
に
ヴ

ァ
イ
マ
ル
近
郊
の
丘
に
位
置
す
る
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
宮
殿
の
望
楼
で
も
展

示
さ
れ
た
。
黄
色
の
花
粉
が
五
つ
の
小
さ
な
山
を
つ
く
り
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル

の
街
に
方
位
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
街
の
さ
ら
に
背
後

の
遠
く
に
は
、
ナ
チ
ス
の
設
け
た
ブ
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
強
制
収
容
所
の
塔

屋
が
か
す
か
に
望
ま
れ
る
（
図
23
）。

も
し
、
美
し
い
ブ
ナ
の
森
（
ブ
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
）
に
囲
ま
れ
た
大
き

な
収
容
所
遺
構
を
歩
い
た
者
が
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
戻
り
、
そ
の
庭
園
に
ゲ

ー
テ
の
園
邸
を
訪
ね
、
そ
し
て
こ
の
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
ま
で
足
を
の
ば
し

て
、
ラ
イ
プ
の
花
粉
の
作
品
を
み
る
と
し
よ
う
。
い
ま
は
修
復
さ
れ
て
は

図23　ヴォルフガング・ライプ《登攀しえない五つの山》
	 1999年　ヴァイマル　ベルヴェデーレ宮殿

図22　「キンポーゲの原野とライプ」、
	 『ヴォルフガング・ライプ展』カタログ、39頁より
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い
る
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東
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ツ
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記
憶
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漂
う
ベ
ル
ヴ
ェ
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レ
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望
楼
と
《
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攀
し
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な
い
五
つ
の
山
》
―
―
ラ
イ
プ
の
語
る
、

日
常
の
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界
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っ
た
く
別
な
関
係
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を
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現
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る
植
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の
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に
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た
作
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で
あ
る
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わ
れ
わ
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は
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も

圧
倒
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っ
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植
物
が
語
り
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け
て
く
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を
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ほ
か
に
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ら
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い
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